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こ
の
絵
の
二
世
瀬
川
富
三
郎
の
着
物
は
朱

赤
で
あ
り
、
裲
襠
は
黒
地
に
紅
白
の
菊
の
散

ら
し
模
様
で
、
い
か
に
も
派
手
で
あ
る
。
こ

れ
に
比
べ
て
富
三
郎
の
顔
は
長
く
、
眼
は
小

さ
く
、
顎
の
骨
は
四
角
く
張
っ
て
い
て
、
決

し
て
美
し
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
顔
と
着

衣
と
は
釣
り
合
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
で
い
て
こ
の
絵
に
全
体
と
し
て
の
均
衡

が
こ
わ
れ
て
い
る
感
じ
は
全
く
な
い
。
写
楽

は
女
方
と
し
て
の
富
三
郎
の
舞
台
上
の
生
き

た
姿
を
描
い
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
何
ん
の

不
均
衡
も
な
く
、
こ
の
絵
一
枚
だ
け
見
た
と

し
て
も
、
顔
と
着
衣
の
不
均
衡
な
ど
感
じ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
写
楽
は
女
方
は
美
し
く

描
く
べ
き
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
舞

台
の
上
の
役
者
、
そ
の
芸
、
芸
質
を
と
ら
え

る
こ
と
が
意
図
で
あ
っ
た
。

(
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り
血
行
を
良
く
す
る
︶︵
以
降
略
︶

と
答
え
て
い
る
。

日
本
人
が
昔
か
ら
食
べ
て
い
る

も
の
が
、
健
康
か
つ
頭
の
働
き
を

良
く
す
る
。
と
同
時
に
心
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
健
康
寿
命

を
永
続
さ
せ
る
秘
訣
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
実
践
し
て
生
涯
現
役
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
講
演
を
結
ん
だ
。

法人会ニュース 江 東 ひ が し

人
間
の
脳
の
中
に
セ
ロ
ト
ニ
ン

が
あ
る
が
、
こ
れ
が
よ
く
出
て
い

る
人
は
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
。

少
な
く
な
る
と
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
り
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。
セ

ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す
食
べ
物
と
し

て
は
鰹
節
で
あ
り
、
セ
ロ
ト
ニ
ン

を
増
加
し
や
す
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸

を
多
く
含
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
﹁
が
ん
と
闘
う

ベ
ス
ト

﹂
な
ど
の
病
気
予
防
法

20

と
も
言
え
る
も
の
を
発
表
し
て
い

る
が
、
こ
の
ベ
ス
ト
�

は
小
豆
で

あ
る
。
が
ん
や
心
臓
病
は
細
胞
の

酸
化
が
起
因
し
て
い
る
。
日
本
人

は
饅
頭
を
食
べ
て
お
茶
を
飲
む
。

年
頭
を
飾
る
新
春
講
演
会
が
�

月

日
㈭

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
に

24
お
い
て
�

�

�

名
が
参
加
し
て
、

食
文
化
史
研
究
家
の
永
山
久
夫
氏

を
講
師
に
迎
え
﹁
頭
の
働
き
を
も

っ
と
よ
く
す
る
た
め
の
食
事
法
入

門
﹂
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

和
食
が
年
内
に
も
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
見

通
し
で
、
こ
れ
が
実
現
す
る
と
世

界
的
な
和
食
ブ
ー
ム
と
な
る
。

和
食
ブ
ー
ム
は
日
本
人
の
平
均

寿
命
に
起
因
し
て
い
る
。
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
、
女
性

歳
︵
健

86

康
寿
命
＝

歳
︶、
男
性
は

歳

73

79

︵
健
康
寿
命
＝

歳
︶
で
あ
り
、
世

70

界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
が
、

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
開
き
が

あ
り
、
こ
の
開
き
の
年
齢
が
介
助

等
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
り
、

問
題
で
あ
る
。

お
茶
の
カ
テ
キ
ン
と
饅
頭
の
小
豆

に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は

細
胞
の
酸
化
を
防
止
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
講
演
し
た
時

に
﹁
日
本
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
方

は
な
ぜ
美
し
い
の
か
﹂
と
質
問
さ

れ
た
の
で
そ
れ
は
和
食
に
あ
る
と

回
答
し
た
。
日
本
人
は
み
そ
汁
を

好
む
。
味
噌
に
は
イ
ソ
ブ
ラ
ボ
ン
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

熱心に聴講する参加者

女
性
部
会
の
研
修
会
が
、

月
12

日
㈬

に
亀
戸
天
神
社
で
開
催
さ

12れ
、
講
師
に
江
東
東
税
務
署
の
山

本
副
署
長
を
お
迎
え
し
て
﹁
今
年

を
振
り
返
っ
て
﹂
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
副
署
長
は
、
平
成

年
の

24

江
東
東
税
務
署
の
三
大
ニ
ュ
ー
ス

と
税
務
行
政
の
三
大
ニ
ュ
ー
ス
に

触
れ
、
前
者
で
は
①
野
地
女
性
部

会
長
が
江
東
東
税
務
署
開
庁
以
来
、

女
性
と
し
て
初
の
東
京
国
税
局
長

納
税
表
彰
の
受
彰
︵

月
︶
②
佐

11

藤
署
長
の
就
任
︵
�

月
︶
③
納
税

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
総

合
窓
口
を
�

階
か
ら
�

階
へ
移
設

︵

月
︶。

11
後
者
で
は
①
消
費
税
率
引
き
上

げ
法
案
の
可
決
︵
	

月
︶
②
国
税

通
則
法
の
改
正
に
伴
う
調
査
手
続

き
変
更
︵
平
成

年
�

月
施
行
︶

25

へ
の
準
備
③
復
興
特
別
税
の
施
行

︵
所
得
税
＝
平
成

年
�

月
、
法

25

人
税
＝
平
成

年



月
�

日
以
後

24

開
始
事
業
年
度
︶
な
ど
を
あ
げ
た
。

続
い
て
、
副
署
長
は
税
務
の
職

場
で
の
体
験
談
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
講
話
さ
れ
た
。

採
用
後
は
ま
ず
札
幌
で
研
修
を

受
け
、
そ
の
�

年
後
に
東
京
に
転

勤
と
な
り
、
�

ヶ

月
の
研
修
を
経

た
後
、
雪
谷
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、

そ
の
後
転
勤
を
何
度
か
経
験
し
て
、

東
京
国
税
局
の
資
料
調
査
課
に
勤

務
し
た
。
そ
こ
で
は
大
法
人
等
の

調
査
を
担
当
し
た
。

そ
し
て
あ
る
年
、
上
司
と
二
人

で
極
秘
に
調
査
し
て
い
た
事
案
が

元
旦
の
朝
に
あ
る
新
聞
で
ス
ッ
パ

抜
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
年

は
家
族
よ
り
も
先
に
上
司
に
新
年

の
挨
拶
を
し
て
し
ま
っ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
披
露
し
た
。

副
署
長
は
最
後
に
、
ｅ
-

Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
と
源
泉
所
得
税
を
は
じ

め
全
税
目
の
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を

強
く
呼
び
か
け
て
講
演
を
締
め
く

く
っ
た
。

が
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
カ
ル

シ
ュ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

特
に
女
性
に
は
骨
粗
鬆
症
の
予
防

に
な
る
。

徳
川
家
康
の
ブ
レ
ー
ン
で
百
歳

以
上
生
き
た
と
い
わ
れ
る
天
海
上

人
は
長
生
き
の
秘
訣
を
問
わ
れ
た

時
に
①
粗
食
②
正
直
︵
自
然
体
で

い
る
︶
③
日
湯
︵
毎
日
風
呂
に
入

新
年
の
幕
開
け

新
春
講
演
会
を
開
催

ユニークな

講演の永山講師

法人会で初講演の

山本副署長

税
務
署
と
税
務
行
政
三
大
ニ
ュ
ー
ス

山
本
副
署
長
が
講
演

女
性
部
会
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算
出
方
法

は
、
支
払

金
額
に
対

し
て
合
計

税
率
を
乗

じ
て
計
算

し
た
金
額

を
所
得
税

と
共
に
徴

収
す
る
。

な
お
算
出

し
た
額
に

�

円
未
満

の
端
数
が

あ
る
と
き
は
そ
の
端
数
金
額
を
切

り
捨
て
る
。

復
興
特
別
所
得
税
の
徴
収
は
、

た
と
え
ば
平
成

年

月
分
の
未

24

10

払
給
与
を
平
成

年
�

月
に
支
払

25

う
場
合
は
、

月
に
支
払
が
確
定

10

し
て
い
る
所
得
な
の
で
徴
収
す
る

必
要
は
な
い
。

し
か
し

月
分
の
給
与
を
翌
年

12

�

月
に
支
払
う
な
ど
の
契
約
、
慣

習
そ
の
他
株
主
総
会
な
ど
に
よ
り

支
給
日
が
定
め
ら
れ
て
い
る
給
与

に
関
し
て
は
徴
収
す
る
必
要
が
あ

源
泉
部
会
�

月
研
修
会
が
平
成

年
�

月

日
㈮

法
人
会
館
に
て
、

25

18

講
師
に
江
東
東
税
務
署
個
人
課
税

第
一
部
門
荻
原
統
括
官
と
法
人
課

税
第
一
部
門
松
尾
上
席
国
税
調
査

官
を
迎
え
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
生
命
保
険
料
控
除
に
つ

い
て
は
平
成

年
�

月
�

日
以
後

24

は
介
護
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
、

生
命
保
険
料
控
除
額
が
最
高

万
10

円
↓

万
円
と
な
っ
た
。

12
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
対
象

と
な
る
医
療
費
に
介
護
福
祉
士
等

に
よ
る
喀
痰
吸
引
等
の
対
価
が
追

加
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成

年
度
分
か
ら
、

25

給
与
収
入
額
が
�

、
�

�

�

万
円

を
越
え
る
場
合
、
給
与
所
得
控
除

は
上
限
金
額
�

�

�

万
円
が
設
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
で
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
﹁
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
﹂
に
よ
り
申
告
書
を
簡
単
に
作

成
で
き
、
電
子
証
明
書
が
あ
れ
ば

電
子
申
告
が
可
能
と
説
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
今
年
�

月
よ
り
施
行
さ

れ
た
復
興
特
別
所
得
税
は
、
そ
の

ほ
う
が
良
い
。

後
に
税
務
調
査
等
で
法
人
税
額

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
復
興
特

別
法
人
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
と
き
適
用

さ
れ
る
加
算
税
額
が
異
な
る
。
税

額
｢
�

｣の
復
興
特
別
法
人
税
の
申

告
書
を
提
出
し
て
い
た
場
合
は
10

％
の
過
少
申
告
加
算
税
が
、
提
出

し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は

％
15

の
無
申
告
加
算
税
が
そ
れ
ぞ
れ
復

興
特
別
法
人
税
額
に
賦
課
さ
れ
る
。

復
興
特
別
所
得
税
は
平
成

年
25

�

月
�

日
か
ら
平
成

年

月

49

12

31

日
ま
で
の
間
に
生
ず
る
所
得
に
つ

い
て
課
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
源
泉

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
源
泉
所
得

税
を
徴
収
す
る
際
に
復
興
特
別
所

得
税
︵
源
泉
徴
収
す
べ
き
所
得
税

の
�

・
�

％
相
当
額
︶
を
併
せ
て

徴
収
し
納
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
税
額
表
も

更
新
さ
れ
た
。
こ
の
財
源
を
生
か

し
て
早
急
な
復
興
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

復
興
特
別
法
人
税
は
、
原
則
と

し
て
、
平
成

年
�

月
�

日
以
後

24

に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
�

年

間
、
法
人
税
額
の

％
の
額
を
申

10

告
納
付
す
る
。
な
お
法
人
税
と
は

別
に
復
興
特
別
法
人
税
の
申
告
書

を
作
成
す
る
。

欠
損
等
に
よ
り
法
人
税
額
が

｢
�

｣で
あ
れ
ば
復
興
特
別
法
人
税

の
申
告
は
不
要
だ
が
、
そ
の
場
合

で
も
復
興
特
別
法
人
税
の
申
告
書

を
税
額
｢
�

｣で
提
出
し
て
お
い
た

平
成

年

月
�

日
㈬

法
人
会

24

12

館
に
て
、
講
師
に
江
東
東
税
務
署

法
人
課
税
第
一
部
門
男
鹿
谷
国
税

調
査
官
を
迎
え
、
税
制
改
正
を
テ

ー
マ
に
税
務
研
究
部
会

月
研
修

12

会
が
行
わ
れ
た
。

税
制
改
正
の
項
目
の
中
で
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
為
の
施

策
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
財
源

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が

成
立
し
、
復
興
特
別
法
人
税
や
復

興
特
別
所
得
税
が
創
設
さ
れ
た
。

税
務
研
究
部
会

月
研
修
会

12

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
の
た
め
に

めざします。企業の繁栄と社会への貢献

確
定
申
告
に
つ
い
て

源
泉
部
会
�
月
研
修
会

る
の
で
注
意
し
た
い
。

特
定
役
員
退
職
手
当
に
係
る
改

正
が
平
成

年
度
よ
り
施
行
さ
れ

25

る
。
改
正
前
は
そ
の
人
の
勤
続
年

数
に
応
じ
て
計
算
し
た
退
職
所
得

控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
の
�

分

の
�

に
相
当
す
る
金
額
で
あ
っ
た

が
、
平
成

年
度
以
後
は
こ
の
�

25

分
の
�

と
す
る
措
置
が
廃
止
さ
れ

退
職
所
得
控
除
額
を
控
除
し
た
残

額
に
相
当
す
る
金
額
と
さ
れ
た
。

な
お
特
定
役
員
に
該
当
す
る
の

は
役
員
の
う
ち
、
退
職
手
当
等
の

支
払
の
起
因
と
な
っ
た
退
職
の
日

ま
で
役
員
勤
続
年
数
︵
�

年
未
満

の
端
数
は
�

年
に
切
り
上
げ
︶
が

�

年
以
下
で
あ
る
人
を
言
う
。
退

職
手
当
は
金
額
も
大
き
く
、
異
な

る
会
社
か
ら
支
給
を
受
け
る
場
合

や
、
使
用
人
期
間
と
重
複
し
て
い

10 15 16 18 20

合計税率(％)＝

所得税率(％)×102.1％(復興特別所得税相当額2.1％)

所得税率(％)

合計税率(％)

(所得税率(％)×102.1％)

所得税率に応じた合計税率の例

5.105 7.147 10.21 15.315 16.336 18.378 20.42

5 7

講演される
荻原第一統括官
（上)
松尾上席調査官
（右)

る
場
合
な
ど
、

状
況
も
様
々

な
の
で
注
意

し
た
い
。

講演される

男鹿谷調査官



亀
戸
七
福
神
の
毘
沙
門
天
堂
の

脇
が
墓
地
で
、
本
堂
左
手
あ
た
り

に
正
岡
子
規
の
門
人
、
雑
誌
�

ア

ラ
ラ
ギ
�

の
主
宰
者
、
ま
た
小
説

﹁
野
菊
の
墓
﹂・﹁
落
穂
﹂
の
作
家
で

あ
る
伊
藤
左
千
夫
の
墓
が
あ
る
。

震
災
、
戦
災
に
よ
り
損
傷
が
甚
だ

し
い
。
墓
は
中
村
不
折
の
筆
跡
で

伊
藤
の
ふ
じ
が
藤
で
珍
し
い
。
墓

石
の
脇
に
脚
付
の
箱
が
あ
り
、
中

に
は
参
詣
者
名
簿
と
願
文
帳
が
あ

り
、
子
供
の
文
章
上
達
祈
願
の
願

文
が
い
じ
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

︵
亀
戸
�

丁
目
史
跡
散
歩

終
︶

︵
昭
和

年
当
時
の
原
文
で
掲
載
︶

60

法人会ニュース 江 東 ひ が し

巡
る
遊
歩
道
に
入
る
。
急
な
弧
を

描
く
太
鼓
橋
を
の
ぼ
り
橋
上
に
立

つ
と
、
池
に
群
が
る
錦
鯉
の
魚
影

が
美
し
い
。
池
の
中
に
浮
か
ぶ
中

ノ
島
に
は
弁
天
さ
ま
の
祠
が
あ
り

福
徳
が
得
ら
れ
る
と
わ
ざ
わ
ざ
訪

れ
る
人
も
多
い
。
ジ
グ
ザ
グ
の
八

ッ
橋
を
渡
る
と
池
の
周
囲
は
藤
棚
。

天
神
さ
ま
に
は
つ
き
も
の
の
梅
の

花
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
藤

も
江
戸
か
ら
�

�

�

年
の
歴
史
を

誇
る
名
所
で
あ
る
。
花
の
シ
ー
ズ

ン
は
�

月
中
旬
か
ら
�

月
上
旬
と

期
間
が
な
が
く
、
そ
の
こ
ろ
地
元

で
は
藤
ま
つ
り
を
盛
大
に
行
う
。

藤
棚
の
下
に
江
戸
時
代
の
筆
塚

が
�

基
あ
る
。
境
内
に
は
神
牛
、

う
そ
の
碑
、
塩
原
太
助
奉
納
の
石

燈
籠
、
芭
蕉
の
句
碑
や
井
原
西
鶴

の
歌
碑
、
蜀
山
人
筆
跡
の
力
石
、

亀
井
戸
跡
な
ど
が
あ
っ
て
興
味
深

天
神
さ
ま
か
ら
普
門
院
へ

亀
戸
三
丁
目

●

梅
と
藤
の
名
所
天
神
さ
ま

光
明
寺
を
出
て
左
に
進
む
と
、

天
神
さ
ま
で
親
し
ま
れ
て
い
る
亀

戸
天
神
社
の
東
門
だ
。
入
っ
た
と

こ
ろ
は
社
殿
を
横
か
ら
見
た
位
置

に
あ
た
る
。
境
内
は
こ
の
社
殿
を

最
奥
に
社
殿
正
面
か
ら
心
字
池
に

架
か
る
�

つ
の
太
鼓
橋
と
中
ノ
島

を
越
え
て
、
正
門
の
大
鳥
居
へ
と

一
直
線
に
参
道
が
の
び
て
い
る
。

社
殿
の
造
り
と
、
こ
れ
ら
の
配
置

は
九
州
大
宰
府
天
満
宮
を
模
し
た

も
の
で
、
朱
塗
り
八
ッ
棟
造
り
の

社
殿
は
昭
和

年
の
建
築
。

36

合
格
祈
願
の
絵
馬
が
、
び
っ
し

り
と
鈴
な
り
に
掛
け
ら
れ
た
絵
馬

堂
の
横
を
通
っ
て
、
ま
ず
社
殿
に

参
拝
。
振
り
返
る
と
参
道
の
両
側

に
、
藤
棚
に
包
ま
れ
た
心
字
池
が

配
置
さ
れ
、
赤
い
ら
ん
か
ん
の
太

鼓
橋
と
と
も
に
見
事
な
庭
園
美
を

み
せ
て
い
る
。

心
字
池
に
浮
か
ぶ
�

つ
の
島
を

▼
正

月

早

々

﹁
風
邪
と
腰
痛
﹂

と
に
見
舞
わ
れ
、

さ
ん
ざ
ん
な
年

明
け
だ
っ
た
。

▼
咳
を
す
れ
ば
腰
に
激
痛
が
走
り
、

杖
を
使
っ
て
歩
く
の
が
や
っ
と
だ

っ
た
。

▼
亀
戸
の
接
骨
院
に
通
っ
た
り
、

又
、
法
人
会
仲
間
の
Ｓ
さ
ん
に
針

治
療
が
良
い
と
聞
く
と
平
井
の
鍼

灸
院
に
行
き
、
は
た
ま
た
整
体
治

療
で
一
発
で
治
る
と
聞
い
た
の
で

整
体
院
に
も
行
っ
て
み
た
。
�

月

に
入
っ
て
か
ら
や
っ
と
痛
み
も
和

ら
ぎ
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で

汗
を
か
く
事
が
出
来
る
様
に
な
り

運
動
が
出
来
る
事
の
有
難
さ
、
楽

し
さ
を
再
実
感
し
た
思
い
で
す
。

▼
私
が
中
学
�

年
生
の
時
に
﹁
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂
が
開
催
さ
れ

開
会
式
や
各
競
技
を
テ
レ
ビ
観
戦

で
感
動
し
又
、
代
々
木
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
村
で
沢
山
の
外
人
選

手
か
ら
サ
イ
ン
を
も
ら
い
﹁
ワ
ク

ワ
ク
﹂
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

今
回
こ
そ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

場
所
が
﹁
東
京
﹂
に
な
る
事
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
願
わ
ず
に
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

︵
芳
︶

い
も
の
が
多
い
。
境
内
社
に
花
園

社
、
御
嶽
神
社
が
あ
る
。

蔵
前
通
り
を
右
へ
進
め
ば
お
馴

染
の
く
ず
餅
船
橋
屋
本
店
。
左
に

向
い
全
労
済
ビ
ル
を
左
に
曲
が
れ

ば
左
側
に
普
門
院
が
あ
る
。

●

美
貌
の
観
音
様
と

伊
藤
左
千
夫
の
墓

門
に
入
り
す
ぐ
目
に
つ
く
の
が

持
経
観
音
の
露
天
像
。
高
さ
�

ｍ

余
の
青
銅
造
り
で
右
手
に
経
巻
を

も
つ
容
姿
は
肩
目
秀
麗
な
仏
像
だ
。

こ
の
観
音
像
は
二
代
目
で
、
初

代
は
戦
争
中
、
供
出
で
ご
奉
公
。

年
振
り
の
復
元
と
の
こ
と
。
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わがまち
城東
その 6

連載

第
�

回

通
常
総
会
の
ご
案
内

開
催
日

�
月

日
㈭

13

会

場
：
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

�
階
﹁
カ
ー
サ
﹂

第
�
部

第
�
回
通
常
総
会
︵
午
後
	
時
～
同
�
時

分
︶

15

第
�
号
議
案

平
成

年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

24

第
�
号
議
案

平
成

年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

24

第


号
議
案

役
員
改
選
案
承
認
の
件

報
告
事
項
�

平
成

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

25

報
告
事
項
�

平
成

年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

25

第
�
部

懇
談
会
︵
午
後
�
時

分
～
︶

30

会

費
：
無
料

※

参
加
申
込
は
事
務
局
ま
で

☎
(


�


	
)
�


�
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Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я
Я

現
在
の

亀
戸
天
神
社
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣

／／ ／

支部活動ホットニュース

ミ
ニ
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

東
砂
第
一
支
部

東
砂
第
一
支
部
︵
中
村
勝
次
支
部
長
＝
㈲
二
川

中
屋
酒
店
︶
で
は
、
平
成

年

月

日
㈬

に
東

24

11

21

砂
一
丁
目
・
二
丁
目
会
館
に
お
い
て
同
支
部
管
内

の
会
員
・
非
会
員
多
数
参
加
し
て
、
第
�

回
ミ
ニ

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、﹁
就
業
規
則
を
あ
な
た
の
会
社
の
味

方
に
し
ま
せ
ん
か
﹂
と
い
う
演
題
で
、
当
会
理
事

で
社
会
保
険
労
務
士
の
松
山
正
光
氏
を
講
師
に
迎

え
て
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
最
近
は
従
業
員
へ
の
未
払
い

賃
金
な
ど
に
よ
り
労
働
問
題
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
か
ら
、
未
払
い
賃
金
の
実
態
の
報
告

と
、
な
ぜ
未
払
い
賃
金
が
発
生
す
る
か
と
い
う
視

点
か
ら
①
現
在
の
賃
金
体
系
は
大
丈
夫
な
の
か
②

労
働
時
間
の
勘
違
い
③
経
営
者
の
年
俸
と
い
う
勘

違
い
④
み
な
し
管
理
職
と
い
う
名
の
勘
違
い
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

そ
し
て
、
未
払
い
金
を
な
く
す
た
め
の
方
策
と

し
て
、
就
業
規
則
に
あ
る
賃
金
規
定
を
改
訂
す
る

こ
と
が
重
要
と
説
い
た
。

な
お
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
法
人
会
の
公
益
目
的

大
島
第
四
支
部
︵
三
原
章
朋
支
部
長
＝
㈲
三
原

洋
服
店
︶
で
は
、
平
成

年

月

日
㈭

に
支
部

24

11

22

会
員
の
情
報
交
換
や
親
睦
を
兼
ね
る
会
員
交
流
会

を

名
が
参
加
し
、
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
に
て
行

20
っ
た
。

交
流
会
に
は
本
部
か
ら
細
谷
組
織
委
員
長
も
参

加
し
て
行
わ
れ
、
三
原
支
部
長
の
進
行
に
よ
り
参

亀
戸
西
六
支
部
︵
藤
井
敬
男
支
部
長
＝
丸
善
産

業
㈱
︶
で
は
、
平
成

年

月
�

日
㈰

に
支
部
会

24

12

員
総
勢

名
が
参
加
し
、
藤
井
支
部
長
を
幹
事
に

20

﹁
静
岡
県
沼
津
港
と
そ
の
周
辺
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
﹂
と
題
し
会
員
研
修
・
交
流
会
ツ
ア
ー
を
開
催
。

朝
、
亀
戸
を
バ
ス
で
出
発
し
昨
年
完
成
し
た
ゲ

ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
通
り
、
海
老
名
Ｓ
Ａ
、
足
柄
Ｓ

Ａ
を
経
由
し
て
沼
津
港
へ
。

国
内
で
最
大
級
の
展
望
水
門
﹁
び
ゅ
う
お
﹂
か

ら
の
�

�

	

度
パ
ノ
ラ
マ
や
富
士
山
、
駿
河
湾
の

景
色
も
眺
め
、
沼
津
魚
市
場
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
モ
ー

事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
結
果
、
法
人
会
に

未
加
入
の
法
人
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
こ
れ
を
契
機
に
こ
れ
ら
未
加
入
法
人
が
法
人

会
へ
の
入
会
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

会
員
交
流
会
を
開
催大

島
第
四
支
部

研
修
・
交
流
ツ
ア
ー
を
開
催

亀
戸
西
六
支
部

沼津港 大型展望水門「びゅうお」

支
部
長
は
じ
め
支
部
役
員
の
皆
様
へ
の

お
願
い

今
回
︑
本
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
最
近
の
支

部
活
動
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
︒
今
後
︑

貴
支
部
で
こ
の
よ
う
な
活
動
の
計
画
が
あ

り
ま
し
た
ら
︑
是
非
︑
本
部
ま
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒

☎

	

�

︵
�

�

�

�

︶
�

�

	

�

江
東
東
法
人
会
の
各
支
部
で
は
、
支
部
独
自
に
支
部
会
員
の
研
鑽
に
資
す
る
た
め
の
、
経

営
研
修
会
や
税
務
研
修
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
支
部
と
会
員
の
意
思
疎
通
の
た
め
、
異
業
種

交
流
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
昨
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

支
部
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

加
会
員
の
名
刺
交
換
か
ら
始
ま
り
、
法
人
会
及
び

同
支
部
の
研
修
会
、
会
員
増
強
の
活
動
状
況
や
、

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
商
売
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な

意
見
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

ル
沼
津
み
な
と

新
鮮
館
の
見
学

な
ど
、
港
湾
振

興
ビ
ジ
ョ

ン
に

直
接
ふ
れ
、
会

員
交
流
・
親
睦

を
行
う
こ
と
が

で
き
、
非
常
に

有
意
義
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献
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江東東税務署管内の法人企業の皆様へ
江東東税務署

御社の社員の皆様への確定申告情報提供のお願い

∼申告書の作成もできる国税庁ホームページの御案内∼

国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）には、「確定申告特集ページ」が開設されていますが、その中

の「源泉徴収義務者の方へ」に給与所得者の皆様へのお知らせが掲載されています。

会社員の方でも確定申告をする方が数多くおられ、そのような方に、申告書が簡単に作成できる「確

定申告書等作成コーナー」を御案内するものとなっています。

つきましては、御社の社員の皆様に次の方法で情報提供していただくよう御協力をお願いいたします。

① 国税庁ホームページのトップページにある「確定申告特集ページ」のバナーをクリック

② 「源泉徴収義務者の方へ」をクリック

③ 給与所得者の皆様へのお知らせをダウンロード（�種類のファイルの中からお選びください。）

④ 回覧、配付、メール配信、電子掲示板への掲載などの方法により、社員の皆様に情報提供

平成25年度 国税専門官募集

国税専門官とは、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・会計等

の専門知識を駆使し、適正・公平な課税を実現し、租税収入を確保するための事務を行います。

◇受験資格 � 昭和58年�月�日から平成�年�月�日生まれの者

� 平成�年�月�日以降生まれの者で次に掲げるもの

⑴ 大学を卒業した者及び平成26年�月までに大学を卒業する見込みの者

⑵ 人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者

◇申込手続 � インターネット申込み（原則、インターネット申込みとなります。）

⑴ 受付期間

平成25年�月�日㈪	時〜平成25年�月11日㈭［受信有効］

⑵ 受験案内（インターネット申込用）交付期間

平成25年�月�日㈮〜平成25年�月11日㈭

⑶ 受験案内（インターネット申込用）交付場所

東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所）

※人事院ホームページからもダウンロードすることができます。

[http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm]

� インターネット申込みができない場合（受験申込書を郵送又は持参）

⑴ 受付期間

平成25年�月�日㈪〜平成25年�月�日㈫

［平成25年�月�日㈫の通信日付印有効］

⑵ 受験申込書・受験案内（郵送・持参申込用）交付期間

平成25年�月�日㈮〜平成25年�月�日㈫

⑶ 受験申込書・受験案内（郵送・持参申込用）交付場所

東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所）

◇試 験 日 第�次試験 平成25年�月	日㈰

第�次試験 平成25年�月16日㈫〜平成25年�月23日㈫のうち指定された日時

※ 詳細については、お気軽に江東東税務署総務課（TEL03−3685−6311内線2011）までお尋ねください。
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�月
�日㈬ 決算法人説明会 午前の部 午 前 10 時

午後の部 午 後 � 時
カメリアプラザ

13日㈬ 無料記帳・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

19日㈮ 源泉部会研修会
内容 「e-Taxでお手軽申告」〜源泉所得税納付手続き編〜
講師 江東東税務署担当官

午 後 � 時 法 人 会 館

�月
�日㈪ 東砂第
支部研究会 午 後 � 時 ひがしん東砂支店

10日㈬ 東砂第�支部研究会 午 後 � 時 東砂南地区集会所

11日㈭ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

12日㈮ 無料記帳・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

18日㈭ 東砂第�支部研究会 午後�時30分 東 砂 北 集 会 所

19日㈮ 青年部会第42回通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

22日㈫ 税務研究部会第42回通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

24日㈬ 女性部会第46回通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

�月
�日㈭ 新設法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署

13日㈪ 無料記帳・税務相談 午 後 10 時 法 人 会 館

17日㈮ 源泉部会第39回通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になって下さい。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは次まで。 ☎03-3684-2303
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無
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帳
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・
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ご
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内

管内法人数 4,779社 法人会員数 2,052社 加入率 42.94％（平成25年�月31日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／


